
  
 科目 科学と人間生活 （必修） 

授業時数 ２ 単位 

 理科 履修学年 １ 学年 

 

目 標 

自然の事物・現象に関わり，理科の見方・考え方を働かせ，見通しをもって観察，実験を行うことなどを通して，自

然の事物・現象を科学的に探究するために必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

（1）自然と人間生活との関わり及び科学技術と人間生活との関わりについての理解を深め，科学的に探究するため 

に必要な観察，実験などに関する技能を身に付けるようにする。 

（2）観察，実験などを行い，人間生活と関連付けて科学的に探究する力を養う。 

（3）自然の事象に進んで関わり，物質とその変化に主体的に関わり，科学的に探究する態度や興味・関心を高める。             

 

●学習内容 

１学期 ２０時間 ２学期 ３０時間 ３学期 ２０時間 

第１章 科学と技術の発展 

 科学と技術の始まり 

 地球内部の物質とエネルギー 

 ※光や熱の科学、宇宙や地球の科

学についても扱う 

 

20 

 

第２章 物質の科学 

生活の中のさまざまな物質 

共有結合と高分子化合物 

金属とその利用 

衣食にかかわるさまざまな物質 

 

３0 

 

 

 

 

 

 

第３章 生命の科学 

 物質量と化学反応 

※生命の科学にある、生体内での化

学反応についても扱う 

第４章 これからの科学と人間生活 

リサイクルによる省エネルギーの検証 
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教材  授業の進め方 

教科書： 「科学と人間生活」実教出版 

補助教材： アシスト科学と人間生活 新訂版  

その他： 自主作成教材（プリント） 

 教科書，プリントを中心に授業を進める。問題演習を通して法則・原理を理解できる

ように進める。 

物質とその変化について理解を深め、科学的に探求できるようにすることを目指し

て学習を行う。 

 

●身に付ける能力とそのレベル 

評価の観点 知識・技能（技術） 思考力・判断力・表現力 主体的に取り組む態度 

評価規準 

活用できる 

（できる） 

自然と人間生活とのかかわりお

よび科学技術と人間生活とのか

かわりについて，科学的に探究

するために必要な観察・実験な

どができる。 

人間生活と関連のある自然の事

物や現象の中に問題を見出し，

ものごとを実証的・論理的に考

察したり分析したりすることに

より，総合的に判断し，それを表

現することができる。 

自然の原理・法則や科学技術の

発展と人間生活とのかかわりに

ついて社会が発展するための基

盤となる科学に対する興味・関

心を高めている。 

習得する 

（わかる） 

 物質とその変化についての理解

を深め，科学的に探究するために

必要な観察，実験などに関する基

本的な技能を身に付ける。 

 観察，実験などを行い，科学的

に探究する力を養い, それを表

現することができる。 

 物質とその変化に主体的に関わ

り，科学的に探究しようとする態度

を養う。 

 

 

評価方法 

・定期考査 

・アシストの提出 

・プリントの提出 

・定期考査 

・アシストの提出 

・プリントの提出 

・実験レポートの提出 

・アシストの提出 

・プリントの提出 

・実験レポートの提出 

 



単元別 評価規準 

 第１章 科学と技術の発展 

評価の観点 知識・技能（技術） 思考力・判断力・表現力 主体的に取り組む態度 

評価規

準 

活用でき

る 

（できる） 

物質の分離・精製や元素の確認，状

態変化などについて理解するととも

に，実験の技能と物質を探究する方

法を身に付け、自分の言葉で説明で

きる。 

物質の分離・精製や元素の確認, 

状態変化などの観察，実験を行

い，科学的に探究する力を身に付

け、表現することができる。 

物質の分離・精製や元素の確認，

状態変化などの実験に主体的に

関わり，他者と協力しながら科学

的に探究しようとする態度を身に

付けている。 

習得する 

（わかる） 

物質の分離・精製や元素の確認，状

態変化などについて理解できる。 

上記観察，実験を行い，科学的に

探究する力を身に付けている。 

物質の分離・精製や元素の確認，

状態変化などに主体的に関わるこ

とができる。 

第２章 物質の科学 

評価の観点 知識・技能（技術） 思考力・判断力・表現力 主体的に取り組む態度 

評価規

準 

活用でき

る 

（できる） 

イオンの生成, 共有結合, 金属結合

を電子配置と関連付けて理解すると

ともに，実験の技能と物質を探究す

る方法を身に付けており, 説明する

ことができる。 

化学結合の性質についての観察，

実験を行い，科学的に探究する力

を身に付けており, 化学式などを使

って表すことができる。 

 

身近な物質の探究に関する事物・

現象に主体的に関わり，それらに

対する気付きからさらに自ら課題

を設定しながら，探究しようとして

いる。 

習得する 

（わかる） 

実験の技能と物質を探究する方法を

身に付けている。 

化学結合の性質についての観察，

実験を行い，科学的に探究する力

を身に付けている。 

 

身近な物質の探究に関する事物・

現象に主体的に関わり，それらに

対する気付きからさらに探究しよう

とする態度を身に付けている。 

第３章 生命の科学 

評価の観点 知識・技能（技術） 思考力・判断力・表現力 主体的に取り組む態度 

評価規

準 

活用でき

る 

（できる） 

物質量と化学反応式について理解

するとともに，実験の技能と物質を探

究する方法を身に付け, 化学変化

について，具体例をあげて説明する

ことができる。 

物質量と化学反応式についての観

察，実験を行い，物質の変化にお

ける規則性や関係性を見いだして

表現・説明することができる。 

物質と化学反応式に主体的に関

わり，科学的に探究しようとする態

度を身に付けており, 実験に主体

的に取り組むことができている。 

習得する 

（わかる） 

物質量と化学反応式について理解

するとともに，実験の技能と物質を探

究する方法を身に付けている。 

物質量と化学反応式についての観

察，実験を行うことができる。 

物質と化学反応式に主体的に関

わり，科学的に探究しようとする態

度を身に付けている。 

第４章 これからの科学と人間生活 

評価の観点 知識・技能（技術） 思考力・判断力・表現力 主体的に取り組む態度 

評価規

準 

活用でき

る 

（できる） 

身近な材料である金属やプラスチッ

ク、セラミックの種類や性質、用途、

資源の再利用について理解し、日常

生活に適切に利用できる。 

金属・プラスチック・セラミックスなど

の性質と利用方法を関連させてまと

めることができ, さらにそれを説明

することができる。 

私たちの生活に役立っている物質

について，さらによりよい生活のた

めに改良すべき点はないか意欲

的に学習しようとする。 

習得する 

（わかる） 

それぞれの材料の性質を把握し，安

全で快適な生活のための利用法を

理解している。 

身近にある物質の種類，性質に関

する観察・実験の結果を的確にまと

め，構造や成分の違いに関して考

察することができる。 

物質のどのような性質が製品とし

て利用されているかを学び, 科学

に対する興味・関心を高めてい

る。 

 


